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 事業環境認識、継続的な取り組み

• 新型コロナウィルス感染症の影響によりIT投資需要が一層加速

• 「開発・フロー型」から「利用型・ストック型」のビジネスモデルへの転換を推進

• 既存ビジネスで培ってきた「強み」を活用して事業領域の拡大を努めるとともに積極的な技術投資を

実行、新たなシステム・ソリューションサービスを提供して受注拡大を図る

2020年12月期第2四半期

決算説明レポート

株式会社トレードワークス

 2020年12月期業績予想

• 売上⾼2,313百万円（前期⽐+323百万円）、営業利益144百万円（前期⽐+19百万円）を⾒込む

• 新型コロナウイルス対策と影響度

健康、安全を第一に考え業務遂行に支障が出ないようテレワークを実施

現在は既存の受託案件について進行に大きな影響はないが、様々なリスクを想定しつつ期初計画に

沿って進める

• 前期同様1株当たり5円の配当を予定

 2020年12月期第2四半期概況

• 売上⾼861百万円、営業利益△85百万円

• 一部案件において新型コロナウイルス感染症の影響により納期に変更が生じるも、 前年同期⽐で

32.5%の増収

• 利益面では人員配置コントロールなどプロジェクト推進の効率化も進め、計画通りに進捗

1. 2020年12月期 第2四半期 概況

2. 事業環境認識、継続的な取り組み

3. 2020年12月期 業績予想

4. 参考資料
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1. 2020年12月期第2四半期概況

・始めに
2020年12月期 第2四半期 概況

・2番目に

事業環境認識、継続的な取り組み

・最後に
2020年12月期 業績予想

について、ご説明いたします。

株式会社トレードワークス、浅⾒でございます。

・世界中で猛威をふるう新型コロナウィルス
感染症で、お亡くなりになられた方々および、
ご遺族の皆様に謹んでお悔やみ申し上げますと
ともに、現在も困難な状況にいらっしゃる方々に、
お⾒舞い申し上げます。

・本来でしたら、決算説明会を開催する予定

でしたが、新型コロナウィルス感染症の拡大

予防のために、動画配信とさせて頂きます。

・それでは、2020年第２四半期決算の概況を

ご説明させていただきます。



2020年12月期第2四半期 決算説明レポート

3

1. 2020年12月期第2四半期概況

まず、2020年12月期 第2四半期 概況 について

ご説明いたします。

2020年12月期 第2四半期につきましては、

・一部の案件において新型コロナの影響で
納期の変更が生じたものの、
売上⾼8億6千百万円、前年同期⽐で32.5%の
増収となりました。

・利益面では、戦略的投資、新サービスへの
取り組みのための先行費用を計上いたして
おりますが、人員配置コントロールなど
プロジェクト推進の効率化も進め、
営業利益は、前年同期では減益となりました
が、計画通りに進捗いたしております。

・下期での業績積み上げにより、通期では前期⽐
約15％の増収増益を目指しております。
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1. 2020年12月期第2四半期概況

続きまして、2020年12月期 第2四半期
業績ハイライトにつきまして、ご説明させて
いただきます。

第２四半期終了時点では、約８,５00万円の
営業損失となっておりますが、通年では当初業績
予想どおりに進捗していく予定でございます。

続きまして、売上⾼・営業利益（四半期推移）に
ついてご説明させていただきます。

・2020年12月期第2四半期は、昨年同期の営業
損失から、若干ではありますが黒字に転換して
おります。

・お客様へのシステムが導入される時期により、
四半期の売上⾼が大きく変動する傾向が続いて
おります。

・2020年12月期は、売上⾼・営業利益共に、下期、
特に第４四半期に集中する計画となっております。
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1. 2020年12月期第2四半期概況

続きまして、2020年度第2四半期の貸借対照表に
ついて、ご説明させていただきます。

・総資産は前期末より1億5,300万円減少し、
15億9,500万円となりました。

・売掛金が前期末⽐で減少しておりますが、
昨年12月は多くの案件のリリースが集中し、
前期末時点の売掛金の残⾼が大きくなったことが、
主な要因となっております。

・流動負債は前期末より8,100万円減少し、
1億3,700万円となりました。

・純資産は前期末より7,500万円減少し、
13億9,000万円となっております。

2020年第2四半期につきましては、

・新型コロナ禍においても開発などの進捗に

支障が出ないよう、速やかにテレワークスタイル

を確立、実施いたしました。

・また、成長の要となる人材採用を積極的に

行ってまいりました。

・引き続きストック型ビジネスモデルへの転換を

目指し、投資を継続いたしております。

・当社の事業拡大を図るために、新サービスに向け

複数のプロジェクトに着手しております。
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2. 事業環境認識、継続的な取り組み

事業環境認識・当社の取り組みについて、
ご説明させていただきます。

当社の属する情報サービス業界におきましては、

・新型コロナウィルスの影響により、テレワーク等
事業環境が激しく変化しており、企業のDX化が
加速、自動化ニーズの⾼まりにより、AI・IoT
技術を利用した新しいビジネスの創出及び、
フィンテックによる新たなサービスの提供が
求められております。

・課題といたしましては、より一層、安全で効率的
に業務を管理し、プロジェクトを遂行するために、
優秀なエンジニアの確保と育成、プロジェクト
マネジメントのスキルアップが必要不可欠と
なってまいります。

・また、新サービスの開発を行うため、新技術の
取得も、併せて大変重要であると考えております。
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2. 事業環境認識、継続的な取り組み

今後の主な取り組みといたしましては、

・上期の受注開発は、順調に進捗しており、下期に
売上が集中する⾒通しとなっております。
案件のマネジメント徹底により、通期計画の
達成を目指してまいります。

・また、従来の 「開発・フロー型」 から
「利用型・ストック型」 へビジネスモデルの
転換を引き続き推進しております。

・そのための戦略的投資を積極的に実施し、モデル
転換と⾼収益体制の構築に取り組んでまいります。

・上期は、国内及び海外の新卒採用5名を含む、
14名のエンジニア増員を達成することが出来ま
した。引き続き、将来の事業成長を担う優秀な
人材確保に取り組んでまいります。

当社の成長戦略としまして、

・安定的な収益力向上を図るため、創業当時から、
私共は金融システム、特にトレーディング/
ディーリングシステムのパッケージを制作し、
それをお客様に提供する開発先行の
「開発・フロー型」 から
サービスを提供する 「利用型・ストック型」の
ビジネスモデルへの転換を推進しております。

・これにより国内技術者不足に対応し、顧客の
多様なＩＴニーズに応えるとともに、会社の
成長余力の確保に努めております。

・また、運用サービスについては共通基盤を構築
することにより、データセンタービジネスの
収益力の一層の向上に努めてまいります。
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2. 事業環境認識、継続的な取り組み

・当社は、既存ビジネスで培ってきた「強み」を
活用した事業領域の拡大に努めるとともに、
積極的な技術投資を実行し、新たなシステム・
ソリューションサービスを提供することで、
受注拡大を図ってまいります。

・また、当社の技術と業務での強みを生かした
提案活動を実施していくことで、新たな案件の
獲得、新規顧客の開拓を進め、取引の拡大に
注力してまいります。

2020年12月期の重点施策といたしましては、

・収益性を⾼めるプロジェクトマネジメント
・収益の源泉である金融知識を有するエンジニア、
自社開発力を強化

・ビジネスモデル転換に関わる追加コストの
早期収束

・データセンター強化
・AI、IoT技術の利用や、フィンテックによる
新しいサービスの開発

・働き方改革、人手不足解消など生産性向上策
といった⾼需要な領域進出

・人材獲得、金融知識・技術教育の充実、強化
・顧客資産、技術情報連携体制の強化、確立

を中心に取り組んでおります。
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3. 2020年12月期業績予想

2020年12月期業績予想につきましてご説明させて
いただきます。

2020年12月期業績予想につきましては、

16%の増収、営業利益は15%増益と

予想を据え置いております。
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3. 2020年12月期業績予想

新型コロナウィルス対策と影響につきましてご説明
させていただきます。

・緊急事態宣言解除後も、足元では新規感染者が
再び増加傾向で推移しており、依然として
予断を許さない状況であります。
社員、取引先の皆様の健康、安全を第一に
配慮し、業務遂行に支障が出ないよう、
テレワークを実施しております。

・当社は、第2四半期現在は、既存の受託案件に
ついて、その進行に大きな影響をきたしており
ません。
しかし乍ら、当社の属する情報サービス産業界に
おいては、新型コロナウイルス感染拡大に伴う
内外経済の急減速による収益の減少や
企業マインドの悪化を背景に設備投資を⾒送る
動きが広がっております。

・今後、顧客企業等のビジネス状況変化により、

当社ビジネスへ影響を及ぼす可能性もございます。

様々なリスクを想定しつつ、期初計画に沿って

進めてまいりたいと思っております。

最後に、株主還元につきましては、

昨年に引き続き１株当たり５円の配当を予定して
おります。

以上、
2020年12月期第2四半期決算のご説明と
させていただきます。

本日はご視聴聴ありがとうございました。
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4. 参考資料
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4. 参考資料


